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【はじめに】
喫煙は多くの疾患のリスク因子であることが既に分かっています．しか
し，喫煙開始から死亡までが非常に長いこと，出生コホート間の喫煙習
慣の複雑な違いが喫煙による健康影響の大きさを分かりにくくしていま
す．男女で逆転がみられた，米国での肺癌死亡率と喫煙指標について
検討します．
【米国の肺癌死亡率と喫煙指標】
Jemalら （NEJM2018年5月24日号[1]）は，米国における1960年代半ば
以降に生まれた非ヒスパニック系白人で，男性よりも女性の方が肺癌発
症率が高い傾向があり，これらの割合は喫煙行動の性差では十分説明
できないとしました．しかし，調べた喫煙行動は30〜54歳の成人のみで
した．そこで，男女間の肺癌発症率の逆転は，若者の喫煙率の逆転と
一致することをNEJMのレターで指摘しました（Funatogawa, 2018 NEJM 
[2]）．
全国調査に基づいた米国白人の既喫煙率の推定[3]を見ると，15歳か
ら21歳で，女性よりも高かった男性の既喫煙率は，1960年代生まれで
逆転しており，肺癌死亡率の逆転に対応しています．図1に15，17，20歳
での既喫煙率の出生年による変化を示しました．また，年次全国調査
データ[4]をみると，17歳（Grade12）のcigarette喫煙率は，1960年代生ま
れにおいて男性よりも女性の方が毎年高くなっています． 1960年代半
ば生まれは現在50歳代半ばで，10代半ばであったのは，40年前，1980
年頃のことです．
図2に米国白人の年齢別肺癌死亡率の出生年による変化を示しまし
た．男性の既喫煙率が明らかに高い世代では，肺癌死亡率も明らかに
高くなっています．1960年代半ば生まれは，40歳代までのデータがあり
ます．女性よりも低い男性の死亡率がみられるのは40～44歳階級で，
まだ10万人に5人程の死亡率です．米国の肺癌死亡率は年齢とともに
おそらく10万人に何100人かまで上昇していきますので，今後の長期的
な動向が注目されます．
喫煙期間は強いリスク因子で，喫煙開始年齢や若年期の喫煙率は重
要な指標です．日本や英国のデータからも，若年期の喫煙に関する情
報の重要性が示唆されます[5, 6]．日本ではこのような男女の逆転まで
には至っていませんが，女性では1970～80年代生まれ頃の喫煙率が前
後の世代より高くなっており，注意が必要です．より一層の禁煙，新たな
喫煙者を増やさないこと，長期的な健康影響の観測が重要です．
【関連する話題】
長期のデータを用いて，喫煙と肺癌，肥満等の研究を行っています[2, 5
－13] ．
図1. 米国白人の男女別年齢別既喫煙率の出生年による変
化 （Burns et al. [3]を基に作成 ）
図2. 米国白人の男女別年齢別肺癌死亡率の出生年による
変化 (CDC data を基に作成)
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